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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用量設定及び送達機構（１２、３０２、７０２、８０２、９０２）に連結するように構
成されるカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）であって：
　薬剤リザーバを保持するための円筒ボディ、ここで、円筒ボディが外面（３１４）及び
内面を有する近位端部分（３０９）を有する；
　近位端部分（３０９）の外面（３１４）か又は内面上のファスナ（３１６、３１６ａ、
４１６、４１６ａ）、ここで、ファスナ（３１６、３１６ａ、４１６、４１６ａ）が、カ
ートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）を用量設定及び送達機構（
１２、３０２、７０２、８０２、９０２）に取り付けるように構成される；及び
　ファスナ（３１６、３１６ａ、４１６、４１６ａ）から分離した少なくとも１つのコー
ディング機能（３１８、３１８ａ、４１８、４１８ａ、６１０ａ－ｃ、６２０ａ－ｃ、７
１８、９１８）、ここで、コーディング機能（３１８、３１８ａ、４１８、４１８ａ、６
１０ａ－ｃ、６２０ａ－ｃ、７１８、９１８）が、用量設定及び送達機構（１２、３０２
、７０２、８０２、９０２）上で、対応するコーディング機能（３３０、３３０ａ、４３
０、４３０ａ、５１０ａ－ｃ、５１２ａ－ｃ、６１２ａ－ｃ、６２２ａ－ｃ、７３０、９
３１）を係合するようにコード化され、それによりカートリッジ組立体（１４、３００、
７００、８００、９００）を用量設定及び送達機構（１２、３０２、７０２、８０２、９
０２）に操作可能に連結することを可能にする；を含んでなり：
　ここで、コーディング機能（３１８、３１８ａ、４１８、４１８ａ、７１８、９１８）
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は、停止機能として形成され、そして対応するコーディング機能（３３０、３３０ａ、４
３０、４３０ａ、５１０ａ－ｃ、５１２ａ－ｃ、６１２ａ－ｃ、６２２ａ－ｃ、７３０、
９３１）は、カウンタ停止機能として形成され、停止機能及びカウンタ停止機能は、連結
プロセスにおいて接触し、それにより移動をブロックするのに適しており、そしてカート
リッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）を用量設定及び送達機構（１２
、３０２、７０２、８０２、９０２）に操作可能に連結させることを可能にする、そして
、円筒ボディの近位外面（３１４）は、ショルダ（３０６、８０９）と近位軸方向端（３
１０）の間に位置し、そしてファスナ（３１６、３１６ａ、４１６、４１６ａ）は近位外
面（３１４）上に位置し、そしてカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、
９００）のコーディング機能（８１８）は、近位外面（３１４）上のピンであり、ピンは
ショルダ（３０６、８０９）の近位接面に隣接する、ここでショルダ（３０６、８０９）
は、カートリッジホルダ（３００）が用量設定部材（３０２、８０２）に連結されるとき
、ショルダ（３０６、８０９）の近位側が用量設定部材（３０２、８０２）の遠位端（３
０８）に密着しているように配置される、
上記カートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）。
【請求項２】
　停止機能が、円筒ボディの外面（３１４）上に、又は内面上に、又は軸方向端上に位置
する、請求項１に記載のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）
。
【請求項３】
　停止機能が、カウンタ停止機能に軸方向、ラセン方向又は円周方向に接触するように構
成される、請求項１又は２に記載のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００
、９００）。
【請求項４】
　停止機能が、カウンタ停止機能に、接触時カートリッジ組立体（１４、３００、７００
、８００、９００）の移動の方向に垂直である方向に接触するように構成される、請求項
３に記載のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）。
【請求項５】
　カートリッジホルダ（８００）のショルダ（８０９）から近位に伸びるコーディング機
能としての停止機能（８１８）が含まれ；停止機能（８１８）は用量設定部材（８０２）
上にコード化溝機能（８３０）を適合させるようにコード化され；カートリッジホルダ（
８００）を用量設定部材（８０２）に連結するとき、停止機能（８１８）の近位縁が溝機
能（８３０）の表面（８２２）に接触するまで、停止機能（８１８）はラセン面（８２０
）に沿ってラセン方向に動き；カートリッジホルダ（８００）は次いで、停止機能が溝機
能（８３０）のカウンタ止め具（８２４）の軸面に接触するまで回転する、請求項１～４
のいずれか１項に記載のカートリッジ組立体（８００）。
【請求項６】
　コーディング機能（３１８、３１８ａ、４１８、４１８ａ、７１８）はラジアルピンを
含む、請求項１～５のいずれか１項に記載のカートリッジ組立体（１４、３００、７００
、８００）。
【請求項７】
　コーディング機能（９１８）は軸方向ピンを含む、請求項１～５のいずれか１項に記載
のカートリッジ組立体（９００）。
【請求項８】
　カートリッジ組立体（９００）は、ピンが用量設定及び送達機構（９０２）の円形リッ
ジ（９３０）上の軸方向窪みである溝機能（９２８）のカウンタ停止面（９３１）に接触
するまで回転するように構成される、請求項７に記載のカートリッジ組立体（９００）。
【請求項９】
　ファスナ（３１６、３１６ａ、４１６、４１６ａ）は、ねじ山、ピンと溝、ピンとリッ
ジ、バヨネット、スナップばめ、及び戻り止めから成る群から選択される、請求項１～８
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のいずれか１項に記載のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）
。
【請求項１０】
　停止機能（７１８）及びカウンタ停止機能（７３０）が係合しない場合、用量設定部材
（７０２）上の締め付けピン機能（７２８）が、排出チャンネル７１０へオーバーローテ
ーションすることができる、請求項１～９のいずれか１項に記載のカートリッジ組立体（
１４、３００、７００、８００、９００）。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の第１及び第２のカートリッジ組立体（１４、３
００、７００、８００、９００）であって、第１のカートリッジ組立体（１４、３００、
７００、８００、９００）は、第１の薬剤を保持し、そして第２のカートリッジ組立体（
１４、３００、７００、８００、９００）は第１の薬剤と異なる第２の薬剤を保持し、そ
して第１のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）のコーディン
グ機能（３１８、３１８ａ、４１８、４１８ａ、６１０ａ－ｃ、６２０ａ－ｃ、７１８、
９１８）は、第１の薬剤に特有であり、そして第１の薬剤を分配するように構成される用
量設定及び送達機構（１２、３０２、７０２、８０２、９０２）の対応するコーディング
機能（３３０、３３０ａ、４３０、４３０ａ、５１０ａ－ｃ、５１２ａ－ｃ、６１２ａ－
ｃ、６２２ａ－ｃ、７３０、９３１）にのみ係合するように特異的にコード化され、そし
て第２のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）は、第１の用量
設定及び送達機構（１４、３００、７００、８００、９００）に操作可能に連結しない、
上記第１及び第２のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）。
【請求項１２】
　第２のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）のコーディング
機能（３１８、３１８ａ、４１８、４１８ａ、６１０ａ－ｃ、６２０ａ－ｃ、７１８、９
１８）は、第２の薬剤に特有であり、そして第２の薬剤を分配するように構成される用量
設定及び送達機構（１２、３０２、７０２、８０２、９０２）の対応するコーディング機
能（３３０、３３０ａ、４３０、４３０ａ、５１０ａ－ｃ、５１２ａ－ｃ、６１２ａ－ｃ
、６２２ａ－ｃ、７３０、９３１）にのみ係合するように特異的にコード化される、請求
項１１に記載の第１及び第２のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９
００）。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載の第１及び第２のカートリッジ組立体（３００、７００、８
００、９００）、及び第１及び第２の薬剤と異なる第３の薬剤を保持する第３のカートリ
ッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）であって、ここで、第３のカート
リッジ組立体（１４、３００、７００、８００、９００）のコーディング機能（３１８、
３１８ａ、４１８、４１８ａ、６１０ａ－ｃ、６２０ａ－ｃ、７１８、９１８）は、第３
の薬剤に特有であり、そして第３のカートリッジ組立体（１４、３００、７００、８００
、９００）は、他の用量設定及び送達機構（１２、３０２、７０２、８０２、９０２）と
異なる用量設定及び送達機構（１２、３０２、７０２、８０２、９０２）にのみ操作可能
に連結する、上記第１及び第２のカートリッジ組立体、及び第３のカートリッジ組立体（
１４、３００、７００、８００、９００）。
【請求項１４】
　請求項１１～１３のいずれか１項に記載の第１及び第２のカートリッジ組立体（３００
、７００、８００、９００）であって、カートリッジ組立体（３００、７００、８００、
９００）が同じタイプのファスナ（３１６、３１６ａ、４１６、４１６ａ）を有し、そし
て第１の組立体（１４、３００、７００、８００、９００）のコーディング機能（３１８
、３１８ａ、４１８、４１８ａ、６１０ａ－ｃ、６２０ａ－ｃ、７１８、９１８）は第２
の組立体（１２、３００、７００、８００、９００）のコーディング機能（３１８、３１
８ａ、４１８、４１８ａ、６１０ａ－ｃ、６２０ａ－ｃ、７１８、９１８）と異なる、上
記第１及び第２のカートリッジ組立体。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本特許出願は一般的に、カートリッジ組立体及び用量設定部材を含む医療送達デバイス
、特に、適切なカートリッジ組立体が適切な用量設定部材に連結されることを確実にする
ために、補助コーディング機能、例えばカウンタ停止機能を用量設定部材に係合する、コ
ーディング機能、例えば停止機能を有するカートリッジ組立体を対象にする。
【背景技術】
【０００２】
　アンプル、カートリッジ、又はバイアルなどの薬剤リザーバは一般に公知である。その
ようなリザーバは、特に患者によって自己投与され得る薬剤に用いられる。例えば、イン
スリンについて、糖尿病に患っている患者は、ペン型注射器を介して注射されるか又はポ
ンプを介して注入され得る一定量のインスリンを必要とし得る。ある公知の再使用可能な
ペン型薬物送達デバイスについて、患者はインスリンを含むカートリッジをカートリッジ
ホルダへ装填する。ホルダを加えたカートリッジは、カートリッジ組立体の１つのタイプ
である。カートリッジが正しく装填され後、使用者は次いで薬剤の用量を選択することが
求められるかもしれない。多回用量がカートリッジから投薬され得る。一度カートリッジ
が空になると、カートリッジは取り外され新しいカートリッジと交換される必要がある。
そのようなカートリッジの大部分の供給業者は、使用者が空のカートリッジを適切に廃棄
することを推奨する。
【０００３】
　空のカートリッジの取り外し及び再装填を必要とするそのような公知の自己投与システ
ムは一定の制限を有する。例えば、ある一般に公知のシステムでは、使用者は、薬物送達
デバイスなしに又は間違ったカートリッジの交叉使用を防止するいずれかの機構を有する
カートリッジなしに、新しいカートリッジを送達システムに単純に装填する。即ち、薬物
送達デバイスは、カートリッジ中に含まれる薬剤が実際に患者によって投与されるべき正
しいタイプの薬剤であるかを決定するための機構を有していない。あるいは、薬物送達デ
バイスは、カートリッジ内の正しいタイプの薬剤がその特定の薬物送達システムで使用し
得るかを決定するための機構を提示していない。糖尿病に患っているような特定の高齢患
者は手先の器用さの制限を有する可能性を考えると、この潜在的な問題は悪化し得る。長
時間作用型インスリンの代わりに短時間作用型インスリンなどの、薬剤の間違う可能性の
ある用量の投与は危害又は死亡さえもたらし得ることから、間違った薬剤を特定すること
は非常に重要である。
【０００４】
　幾つかの薬物送達デバイス又はシステムは、正しい薬物送達デバイスで使用される正し
いカートリッジを選択する場合に、使用者又は介護者を支援するカラーコーディングスキ
ームを使用し得る。しかしながら、そのようなカラーコーディングスキームは特定の使用
者、具体的に糖尿病を患っている患者に顕著に広まる可能性のある病状：弱い視力又は色
盲を患っているそれらの使用者に対して課題をもたらす。
【０００５】
　使い捨ての交換可能なカートリッジで起こり得る別の懸念は、これらのカートリッジが
本質的に標準サイズで製作され、そして特定の認定された地域及び国際標準に適合する必
要があることである。その結果として、そのようなカートリッジは通常標準サイズのカー
トリッジ（例えば３ｍｌカートリッジ）で供給される。従って、多くの異なる供給業者に
よって供給され、そして異なる薬剤を含む様々なカートリッジがあり得るが、しかしそれ
は単一薬物送達デバイスを嵌合し得る。ほんの１つの例として、第１の供給業者からの第
１の薬剤を含む第１のカートリッジは、第２の供給業者によって提供される医療送達デバ
イスを嵌合し得る。それ自体で、使用者は、医療送達デバイスがことによるとそのような
カートリッジ、そしてその結果そのカートリッジ内に含まれる薬剤を使用するように設計
されておらずその目的でもないことに気が付かないで、間違った薬剤(迅速又は基本タイ
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プインスリンなど)を装填し、次いで薬物送達デバイスへ投与できる可能性がある。
【０００６】
　それ自体で、使用者が間違った薬剤タイプを薬物送達デバイスに装填する潜在的リスク
を減少させるために、使用者、医療提供者、介護者、規制当局、及び医療デバイス供給業
者からの要望の高まりがある。従ってまた、そのような薬物送達デバイスから間違った薬
剤(又は薬剤の誤った濃度)を投与するリスクを減少させるような要望もある。
【０００７】
　従って、それがカートリッジホルダであれ分離型ホルダなしの成形カートリッジであれ
、カートリッジ組立体が注射器具の用量設定部分に取り付けられることを可能にする締め
付け機能を物理的に専用にし、又は機械的にコード化するような一般的な必要性がある。
このように、特定の薬物タイプ又は複数のタイプは適切な注射器具（例えば用量設定部材
）に連接される。同様に、薬物送達デバイスが、特定の薬剤を含み、そして望ましくない
カートリッジの交叉使用を防止するような認証カートリッジだけで使用することを許容し
得る、専用カートリッジの一般的な必要性もある。また、カートリッジ組立体は、薬剤が
非認証薬物又は薬物送達デバイスで使用できることが損なわれないように、改ざんするこ
とが難しいカートリッジ組立体上に専用締め付け機能を備える一般的な必要性もある。そ
のようなカートリッジ組立体は改ざんすることを難しくし得ることから、それらはまた偽
造するリスクを減少し得る：即ち偽造者が製品を運ぶ未規制偽造製品を提供することをよ
り困難にする。
【０００８】
　注射器具の用量設定部材に取り付けられるための改良コード化カートリッジ組立体を提
供することが本発明の目的である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　この目的は、用量設定及び送達機構に連結されるように構成されるカートリッジ組立体
によって達成し得て、カートリッジ組立体は薬剤リザーバを保持するための円筒ボディを
含んでなり、ここでは円筒ボディは外面及び内面を有する近位端を有する。ファスナは近
位端部分の外面か又は内面に備えられ、ファスナはカートリッジ組立体を用量設定及び送
達機構に取り付けるのに好適である。カートリッジ組立体は、ファスナから離れている少
なくとも１つのコーディング機能を更に含む。１つの実施態様では、コーディング機能は
用量設定及び送達機構に対応するコーディング機能を係合するようにコード化され、それ
によりカートリッジ組立体が用量設定及び送達機構に操作可能に連結することを可能にす
る。コーディング機能は、デバイスが操作可能なようにカートリッジ組立体は対応の用量
設定及び送達機構に取り付けられることができることを確実にする。使用者がカートリッ
ジ組立体を別の用量設定デバイスに連結することを試みる場合、コーディング機能は取り
付けをブロックし得る。
【００１０】
　本明細書では、薬剤リザーバを特定の注射器具専用にするのを助けるコーディング機能
を含むカートリッジ組立体が開示される。例示的カートリッジ組立体は薬剤を保持するた
めの円筒内面、及びその近位端に円筒外面から突出しているコーディングエレメントとし
て構成される１つ又はそれ以上の止め具を含んでなる円筒外面を含む。各コーディングエ
レメントは、対応するコーディング機能を用量設定及び送達機構を係合するためだけに構
成され、それにより正しいカートリッジ組立体だけが用量設定及び送達機構に連結するこ
とを可能にする。
【００１１】
　注射器具は、例えばインスリン、インスリンアナログ、成長ホルモン、ヘパリン及びそ
れらの誘導体等、場合により自己投与に好適な薬物の選択用量を投与するために設計され
た薬物送達デバイスであってよい。用量は固定型又は可変型であってよい。デバイスは機
械式であってよく、又は電子的エレメントを含んでよい。デバイスは移動式、携帯式デバ
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イス、例えば薬物送達ペン型デバイスであってよい。デバイスは使い捨て可能又は再使用
可能であってよい。デバイスは、用量を設定及び送達することができる短い用量設定部材
中の用量設定及び送達機構を含む。
【００１２】
　カートリッジ組立体は、カートリッジを含むのに好適なカートリッジホルダとして、又
は分離型ホルダのない成形カートリッジとして形成されてよい。ファスナはカートリッジ
組立体を用量設定及び送達機構に連結するのに好適である。ファスナは、ねじ山、ピンと
溝、ピンとリッジ（ridges）、バヨネット、スナップばめ、及び戻り止めから成る群から
選択され得る。円筒ボディは本質的に円形断面を有してよい管状ボディであってよい。断
面の形は円に限定されない。
【００１３】
　コーディング機能は円筒ボディの外面、内面か又は軸端に位置してよい。コーディング
機能は、カートリッジホルダ又は用量設定部材から、いずれの方向、いずれのサイズ、及
び／又はいずれの形状のいずれの窪み又は突出部であってもよい。コーディング機能及び
対応するコーディング機能は、コーディング機能及び対応するコーディング機能のインタ
ーロッキングを意味し得るコーディング機能及び対応するコーディング機能が係合すると
き、カートリッジ組立体が用量設定及び送達機構に操作可能に連結することができるよう
に、コーディング機能及び対応するコーディング機能は適合する。言い換えれば、用量設
定及び送達機構が対応するコーディング機能を含まない場合、カートリッジ組立体は用量
設定及び送達機構に連結することができず、そのためそれらは正確に合わせて嵌合し、そ
してそれで注射器具が機能する。コーディング機能は停止機能として形成し得て、そして
対応するコーディング機能はカウンタ停止機能として形成され得る。停止機能及びカウン
タ停止機能はインターロック又は接触するのに好適であり、それにより連結プロセスにお
いて移動をブロックし、そしてカートリッジ組立体が用量設定及び送達機構に操作可能に
連結することを可能にする。取り付け中のカートリッジ組立体の動きは、停止機能がカウ
ンタ停止機能に接触するとき停止してよい。これは、注射器具が操作可能なように、カー
トリッジ組立体を用量設定及び送達機構に取り付けることを可能にする。停止機能は、軸
方向、ラセン方向又は円周方向にカウンタ停止機能と接触させるように構成し得る。１つ
の実施態様では、停止機能は、接触時にカートリッジ組立体の移動の方向に対して正規の
方向においてカウンタ停止機能と接触するように構成される。
【００１４】
　カートリッジ組立体は、注射器具の使用者が間違った薬剤を誤って使用しないことを確
実にするために、カートリッジ組立体の近位端に位置する停止機能を用いて用量設定部材
にコード化されてよい。１つの態様では、薬剤のリザーバを含むように別個のホルダのな
いホルダ又は成形カートリッジとして画成される、カートリッジ組立体が近位端(即ち用
量設定デバイスに取り付ける端部)にファスナを有して開示され、これは用量設定デバイ
スの遠位端に位置するファスナに適合した１つ又はそれ以上のコーディング機能を含む。
ファスナ／コーディング機能は、カートリッジ組立体を用量設定デバイス上で適合ファス
ナ／コーディング機能に操作可能に連結し、その結果使用者が所望の薬剤の注射剤を投与
することを可能にする。
【００１５】
　一体コーディング／ファスナ機能は、ピンとリッジ、ピンとピン、リッジと一対のピン
、ピンと溝、及びねじなどの組み合わせを含むことができる。カートリッジ組立体を用量
設定部材にロックをするための戻り止めの使用も有利である。カートリッジ組立体は、用
量設定部材上で補助ファスナに第２のコーディング機能を係合するようにコード化される
第１のコーディング機能を含んでなる、いずれかの面にファスナを有する円筒内面及び円
筒外面を有する管状部材を含み、それによりカートリッジ組立体が用量設定部材に操作可
能に結合することを可能にする。用量設定組立体上のカートリッジ組立体ファスナ及び補
助ファスナと一体のコーディング機能は、ピン、リッジ、リブ（ribs）、溝、スロット、
突出部、バレ（valleys）、及び類似の構造のいずれの組み合わせでもあり得るが、但し
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コーディング機能は適合し、そして、即ちロック中のキー又はジグソーパズル中のピース
のように２つのアセンブリが操作可能に連結されることを可能にする。
【発明の効果】
【００１６】
　１つの可能な例示的実施態様では、薬剤リザーバを保持するためのカートリッジ組立体
、アセンブリは薬剤リザーバを保持するための円筒ボディを含み、ここでは円筒ボディは
、ショルダと近位外面にファスナをも有する近位の軸端間に位置する近位外面を有する。
対応のコーディング停止機能を用量設定部材に係合するようにコード化される近位外面上
には少なくとも１つの止め具があり、それによりアセンブリが用量設定部材に操作可能に
連結することを可能にする。好ましい構成では、止め具は、近位端の外面上に位置し得る
ショルダの近位接面に隣接するピンである。この止め具はラジアルピン（radial pin）又
は軸方向ピン（axial pin）であり得る。同様に、互いからオフセットされ、及び／又は
互いから軸方向、円周方向又は半径方向範囲においてサイズが異なる複数の止め具があり
得る。最も好ましくは、止め具はファスナから分離している。
【００１７】
　尚別の構成では、止め具は窪みであり、そして用量設定部材上に位置する対応のコーデ
ィング停止機能はピンである。
【００１８】
　１つの実施態様では、カートリッジ組立体は、ピンが用量設定機構の円形リッジ（circ
ular ridge）上の軸方向窪みである溝機能のカウンタ停止面と接触するまで回転するよう
に構成される。
【００１９】
　薬剤送達デバイスは、薬剤リザーバを保持するための用量設定部材及びカートリッジ組
立体を含んでよく、ここではアセンブリは薬剤リザーバを保持するための円筒ボディを含
み、円筒ボディはショルダと近位軸端間に位置する近位外面を有する。連結方向を有する
近位外面上にはファスナが、そして対応するコーディング機能を用量設定部材に係合する
ようにコード化される近位外面上には少なくとも１つの止め具があり、ここで用量部材は
アセンブリが用量設定部材に操作可能に連結することを可能にする。
【００２０】
　用量設定部材上の対応コーディング機能はカウンタ止め具であり、そして係合はカウン
タ止め具の半径方向平面にある面上にある。あるいは、用量設定部材上の対応コーディン
グ機能はカウンタ止め具であり、そして止め具との係合は縦断方向平面にある面上にある
。対応停止機能間の接触の方向は好ましくはファスナ連結方向に正規であり得る。更に、
対応コーディング機能は、用量設定部材及びカートリッジ組立体が操作可能に連結される
とき、止め具を受け入れるように構成される窪みであり得る。
【００２１】
　コーディングは、限定されるものではないが、コーディング機能を、下記を含む多数の
方法に変えることにより達成し得る：
　ｉ．機能の数。
　ｉｉ．機能の位置－軸方向／円周方向／半径方向、具体的には標準機能に対して、例え
ば１つの端部から又は締め付け手段からの軸長。
　ｉｉｉ．機能のサイズ、例えば軸方向／円周方向／半径方向範囲。各機能のサイズは他
のものの少なくとも１つと異なってよい、例えば異なる半径方向範囲を備えたコーディン
グピンの数。
　ｉｖ．いずれかの平面における機能の断面形状、例えば、ラセンに対して縦断方向、横
断方向、又は正規方向、しかし好ましくは締め付け動作に対して正規方向平面。
【００２２】
　カートリッジ組立体上でのコーディング面及び用量設定部材上の補助コーディング機能
の角度並びにそれらが互いに接触する方法は、いずれの方向にあってもよい。例えば、接
触は軸方向／円周方向／半径方向にあってよいが、好ましくは締め付け動作の方向にあっ
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てよい。コーディング機能はピンであってよく、又はカートリッジ組立体の外側のかなり
の割合をカバーしてよい。
【００２３】
　カートリッジ組立体がただ１つの方向にはめ合う場合、コーディング組み合わせの数は
増加する。これは、１つ又はそれ以上のコーディング機能(又は更なる機能)が軸周りに非
対称の部分又はサイズを有する場合、又は１つの機能が特有な、例えば他のすべてより小
さい窪みである場合に達成され得る。あるいは、コーディングは１回より多く含まれてよ
く、コーディングの１つのセットが破損した場合に、冗長性（redundancy）をもたらし、
そしてまた使用者が１つより多い配向にカートリッジ組立体を挿入することを可能にする
。
【００２４】
　コーディングは１つより多いコーディング機能によって決まり得る。コーディングシス
テムは多数の機能から成ってよく、そのうちの１つは他のすべての機能より締め付け動作
中により早く移動するのをブロックし、そしてそのうちの１つは他のすべての機能よりよ
り遅く移動するのをブロックする。ただ１つの機能では、締め付け動作中に早く移動する
のをブロックするコーディング機能は、移動がより遅くブロックされ得るデバイスに嵌合
し得る。２つの機能を組み合わせることにより、すべての薬物は間違ったデバイスにはめ
合うのを防止することができる。
【００２５】
　１つの実施態様では、第１及び第２のカートリッジ組立体は、第１のカートリッジ組立
体が第１の薬剤を保持し、そして第２のカートリッジ組立体が第１の薬剤と異なる第２の
薬剤を保持する場合に備えられる。第１のカートリッジ組立体のコーディング機能は第１
の薬剤に特有であり、対応するコーディング機能だけを、第１の薬剤を分配するように構
成される用量設定及び送達機構に係合するために特異的にコード化され、そしてここでは
第２のカートリッジ組立体は第１の用量設定及び送達機構に操作可能に連結し得ない。
【００２６】
　第２のカートリッジ組立体のコーディング機能は第２の薬剤に特有であり得て、そして
対応するコーディング機能だけを、第２の薬剤を分配するように構成される用量設定及び
送達機構に係合するために特異的にコード化される。
【００２７】
　第１及び第２の薬剤と異なる第３の薬剤を保持する第３のカートリッジ組立体が備えら
れてよく、ここでは第３のカートリッジ組立体のコーディング機能は第３の薬剤に特有で
あり、そして第３のカートリッジ組立体は、他の用量設定及び送達機構と異なる第３の用
量設定及び送達機構にのみ操作可能に連結する。第１及び第２のカートリッジ組立体は、
カートリッジデバイスの集合体であり、ここではコーディング機能はカートリッジ組立体
が誤った用量設定及び送達機構に取り付けられることを防止する。
【００２８】
　１つの実施態様では、カートリッジ組立体は同じタイプのファスナを有し、そしてここ
で第１の組立体のコーディング機能は第２の組立体のコーディング機能と異なる。このよ
うに、カートリッジ組立体の取り扱いは同じであり、しかしシステム中のカートリッジ組
立体はどれも間違ったデバイスにはめ合うようにすることはできない。
【００２９】
　カートリッジ組立体の集合体は、各々が注射器具のファミリーを構成する特異的適合用
量設定部材に異なる薬剤のリザーバを連結することを可能にする、コード化停止部材を有
する。例えば、集合体は２つ又はそれ以上のカートリッジ組立体を有することができ、こ
こでは第１のカートリッジ組立体は、（ａ）近位端に円筒内面及び円筒外面を有する管状
部材、（ｂ）管状部材内部に第１の薬剤、（ｃ）管状部材の円筒外面又は内面上にファス
ナ、そして（ｄ）第１の薬剤に特有で、そして第１の薬剤を分配するように構成される第
１の用量設定部材上の用量設定部材に対応のコーディング停止機能だけを係合するように
特異的にコード化される、第１のコーディング機能を含んでなる管状部材の近位端に位置
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するファスナから離れたコード化止め具を含む。第１のコーディング機能は、第２の薬剤
を含む集合体において第２のカートリッジ組立体上のコード化止め具の上で,第２のコー
ディング機能と異なり、ここでは第１及び第２の薬剤は異なり、そして第２のカートリッ
ジ組立体は第１の用量設定部材に操作可能に連結し得ず、それにより第１の用量設定部材
が第２の薬剤を分配することを防止する。
【００３０】
　加えて、集合体は、第１及び第２の薬剤と異なり、そして第３のカートリッジ組立体は
注射器具のファミリー中で他の用量設定部材と異なる第３の用量設定部材にのみ操作可能
に連結する、第３のカートリッジ組立体中に含まれる第３の薬剤に特有の第３のコーディ
ング機能を含んでなる、コード化止め具を有する第３のカートリッジ組立体を更に含み得
る。集合体中のカートリッジ組立体のすべてのコード化止め具はまた、ねじ山、ピンと溝
、ピンとリッジ、バヨネット、スナップばめ、及び戻り止めから成る群から選択される同
じタイプの締め付け機能をも有し、そしてここで各コード化止め具とかかわり合う各コー
ディング機能は、集合体中のカートリッジ組立体上の他のコード化止め具ですべての他の
コーディング機能と異なる。
【００３１】
　ラセン方向移動に回転方向移動が続くシステムにおいて、薬剤が間違っている場合、コ
ーディング機能は回転相に進み得る。これは薬剤が間違っていることを使用者に明らかに
し得る。締め付け動作は、例えばピンが溝の端部に達したとき、締め付け手段内の機能に
因り停止し得る。あるいは、コーディング機能は止め具だけを備え得る。コーディング機
能が止め具を備える場合、カートリッジ組立体は、間違った薬物が挿入された場合オーバ
ーローテーション（over-rotate）し得る。それは次いで、溝に沿って排出され得て、そ
れは通常の締め付け中に溝に入り込むのを防止する一方向エレメントを有してよい。好ま
しい実施態様は、カートリッジ組立体上の溝に続くデバイス上のピンのような締め付け手
段で図示され、そして移動は軸方向次いでラセン方向次いで回転方向であるが、コーディ
ングはいずれの締め付け手段及び純粋に軸方向移動を含む移動においていずれの方向の組
み合わせでも使用し得る。
【００３２】
　コーディングはすべての間違った薬物又は正に最も危険な薬物をブッロクし得て、例え
ば短時間作用型薬物は長時間作用型薬物を目的とするデバイスへ嵌着することができ、又
は高濃度用のデバイスに低濃度薬物を嵌着することはできるが、しかしその逆は同様では
ない。コーディング機能は、電気機械的手段、例えばマイクロスイッチ、又は光学／磁気
スイッチによって検出し得る。プログラム可能ペンは、次いで薬物タイプに、例えば最大
用量を限定することにより応答し得る。
【００３３】
　種々の態様のこれら並びに他の利点は、添付図面を適切に参照して下記の詳細な説明を
読むことにより当業者に明らかになるものである。
【００３４】
　本明細書で使用する用語「薬物」又は「薬剤」は、好ましくは少なくとも１つの薬学的
に活性な化合物を含む医薬製剤を意味し、
　ここで１つの実施態様において、薬学的に活性な化合物は、最大で１５００Ｄａまでの
分子量を有し、及び／又は、ペプチド、蛋白質、多糖類、ワクチン、ＤＮＡ、ＲＮＡ、酵
素、抗体、ホルモン、若しくはオリゴヌクレオチド、又は上記の薬学的に活性な化合物の
混合物であり、
　ここで更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網膜
症などの糖尿病関連の合併症、深部静脈又は肺血栓塞栓症などの血栓塞栓症、急性冠症候
群（ＡＣＳ）、狭心症、心筋梗塞、癌、黄斑変性症、炎症、枯草熱、アテローム性動脈硬
化症、及び／又は関節リウマチの治療、及び／又は、予防に有用であり、
　ここで更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、糖尿病、又は糖尿病性網膜
症などの糖尿病関連の合併症の治療、及び／又は予防のための少なくとも１つのペプチド
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を含み、
　ここで更なる実施態様において、薬学的に活性な化合物は、少なくとも１つのヒトイン
スリン、又はヒトインスリン類似体若しくは誘導体、グルカゴン様ペプチド（ＧＬＰ－１
）、又はその類似体若しくは誘導体、又はエキセンジン－３又はエキセンジン－４、若し
くはエキセンジン－３又はエキセンジン－４の類似体若しくは誘導体を含む。
【００３５】
　インスリン類似体は、例えば、Ｇｌｙ（Ａ２１）、Ａｒｇ（Ｂ３１）、Ａｒｇ（Ｂ３２
）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ３）、Ｇｌｕ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ｌｙｓ（Ｂ２８
）、Ｐｒｏ（Ｂ２９）ヒトインスリン；Ａｓｐ（Ｂ２８）ヒトインスリン；ヒトインスリ
ンであり、ここで、Ｂ２８位におけるプロリンは、Ａｓｐ、Ｌｙｓ、Ｌｅｕ、Ｖａｌ又は
Ａｌａで置換され、そして、Ｂ２９位において、Ｌｙｓは、Ｐｒｏで置換されてもよく；
Ａｌａ（Ｂ２６）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（Ｂ２８－Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｄｅｓ（
Ｂ２７）ヒトインスリン、及びＤｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリンである。
【００３６】
　インスリン誘導体は、例えば、Ｂ２９－Ｎ－ミリストイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトイン
スリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－ミ
リストイルヒトインスリン；Ｂ２９－Ｎ－パルミトイル ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－
ミリストイルＬｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ２８－Ｎ－パルミトイル－Ｌ
ｙｓＢ２８ＰｒｏＢ２９ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－ミリストイル－ＴｈｒＢ２９Ｌｙ
ｓＢ３０ヒトインスリン；Ｂ３０－Ｎ－パルミトイル－ＴｈｒＢ２９ＬｙｓＢ３０ヒトイ
ンスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－パルミトイル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（Ｎ－リトコリル－γ－グルタミル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン；Ｂ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）－ｄｅｓ（Ｂ３０）ヒト
インスリン、及びＢ２９－Ｎ－（ω－カルボキシヘプタデカノイル）ヒトインスリンであ
る。
【００３７】
　エキセンジン－４は、例えば、エキセンジン－４（１－３９）、Ｈ－Ｈｉｓ－Ｇｌｙ－
Ｇｌｕ－Ｇｌｙ－Ｔｈｒ－Ｐｈｅ－Ｔｈｒ－Ｓｅｒ－Ａｓｐ－Ｌｅｕ－Ｓｅｒ－Ｌｙｓ－
Ｇｌｎ－Ｍｅｔ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ｇｌｕ－Ａｌａ－Ｖａｌ－Ａｒｇ－Ｌｅｕ－Ｐｈｅ－
Ｉｌｅ－Ｇｌｕ－Ｔｒｐ－Ｌｅｕ－Ｌｙｓ－Ａｓｎ－Ｇｌｙ－Ｇｌｙ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－
Ｓｅｒ－Ｇｌｙ－Ａｌａ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｐｒｏ－Ｓｅｒ－ＮＨ2配列のペプチドを意
味する。
【００３８】
　エキセンジン－４誘導体は、例えば、以下の化合物リスト：
　Ｈ－（Ｌｙｓ）４－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，ｄｅｓＰｒｏ３７エキセンジン－４（１－３９
）－ＮＨ2、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセ
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ンジン－４（１－３９）；又は
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－（１－３９
）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）
、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキセンジン－４（１－
３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）、
　ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，ＩｓｏＡｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）、
　ここで、基－Ｌｙｓ６－ＮＨ2は、エキセンジン－４誘導体のＣ－末端と連結してもよ
く；
【００３９】
　又は以下の配列のエキセンジン－４誘導体
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－
Ｌｙｓ６－ＮＨ2、
　ｄｅｓＡｓｐ２８Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８エキセンジン－４（１－３９）
－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（
１－３９）－ＮＨ2、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３
９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ａｓｐ２８
］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジ
ン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2、
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８　Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５］
エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキ
センジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｔｒｐ（Ｏ
２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン
－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2、
　ｄｅｓＭｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８　エキセン
ジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
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　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ａｓｐ２８］エキセ
ンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５，ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－Ｌｙｓ６－ｄｅｓＰｒｏ３６［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２
８］エキセンジン－４（１－３９）－Ｌｙｓ６－ＮＨ2、
　Ｈ－ｄｅｓＡｓｐ２８，Ｐｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔ
ｒｐ（Ｏ２）２５］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－ＮＨ2、
　ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５
，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）６－ＮＨ2、
　Ｈ－（Ｌｙｓ）６－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ）１４，
Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（Ｓ１－３９）－（Ｌｙｓ）６－Ｎ
Ｈ2、
　Ｈ－Ａｓｎ－（Ｇｌｕ）５－ｄｅｓＰｒｏ３６，Ｐｒｏ３７，Ｐｒｏ３８［Ｍｅｔ（Ｏ
）１４，Ｔｒｐ（Ｏ２）２５，Ａｓｐ２８］エキセンジン－４（１－３９）－（Ｌｙｓ）
６－ＮＨ2；
又は前述のいずれかのエキセンジン－４誘導体の薬学的に許容可能な塩若しくは溶媒和物
；
から選択される。
【００４０】
　ホルモンは、例えば、ゴナドトロピン(フォリトロピン、ルトロピン、コリオンゴナド
トロピン、メノトロピン)、ソマトロピン (ソマトロピン)、デスモプレッシン、テルリプ
レッシン、ゴナドレリン、トリプトレリン、ロイプロレリン、ブセレリン、ナファレリン
、ゴセレリンなどのRote Liste、２００８年版、５０章に表示されている脳下垂体ホルモ
ン又は視床下部ホルモン又は規制活性ペプチド及びそれらのアンタゴニストである。
【００４１】
　多糖類としては、例えば、グルコサミノグリカン、ヒアルロン酸、ヘパリン、低分子量
ヘパリン、又は超低分子量ヘパリン若しくはその誘導体、又は硫酸化された、例えば、上
記多糖類のポリ硫酸化形体、及び／又は、薬学的に許容可能なその塩がある。ポリ硫酸化
低分子量ヘパリンの薬学的に許容可能な塩の例としては、エノキサパリンナトリウム塩が
ある。
【００４２】
　薬学的に許容可能な塩は、例えば、酸付加塩及び塩基性塩がある。酸付加塩としては、
例えば、ＨＣｌ又はＨＢｒ塩がある。塩基性塩は、例えば、アルカリ又はアルカリ土類金
属、例えば、Ｎａ+、又は、Ｋ+、又は、Ｃａ2+から選択されるカチオン、又は、アンモニ
ウムイオンＮ+（Ｒ１）（Ｒ２）（Ｒ３）（Ｒ４）を有する塩であり、ここで、Ｒ１～Ｒ
４は互いに独立に、水素；場合により置換されるＣ１～Ｃ６アルキル基、場合により置換
されるＣ２～Ｃ６アルケニル基、場合により置換されるＣ６～Ｃ１０アリール基、又は場
合により置換されるＣ６～Ｃ１０ヘテロアリール基である。薬学的に許容される塩の更な
る例は、“Remington's Pharmaceutical Sciences”17編、Alfonso R.Gennaro（編集），
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Mark Publishing社，Easton, Pa., U.S.A., 1985 及び Encyclopedia of Pharmaceutical
 Technologyに記載されている。
【００４３】
　薬学的に許容可能な溶媒和物としては、例えば、水和物がある。
【００４４】
　本発明の範囲は請求項の内容によって定義される。本発明は特定の実施態様に限定され
るものではなく、種々の実施態様のエレメントのいずれの組み合わせをも含む。その上、
本発明は請求項のいずれの組み合わせ及び請求項により開示される機能のいずれの組み合
わせをも含む。
【００４５】
　例示的な実施態様は以下において図面を参照して本明細書に記載される：
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】ペン型薬物送達デバイスを図示する。
【図２】図１に図示されるペン型薬物送達デバイスのカートリッジホルダに装填され得る
カートリッジを図示する。
【図３】カートリッジホルダを特定の用量設定部材専用にするのを助けるコーディング機
能を含むカートリッジホルダの配置を図示する。
【図４Ａ】用量設定部材上に代表的コーディング機能を備えたカートリッジホルダにおけ
る代表的コーディング機能の相互作用を示す。
【図４Ｂ】用量設定部材上に代表的コーディング機能を備えたカートリッジホルダにおけ
る代表的コーディング機能の相互作用を示す。
【図５Ａ】コーディング機能の代表的配置とかかわるコーディング経路を示す。
【図５Ｂ】コーディング機能の代表的配置とかかわる別のコーディング経路を示す。
【図５Ｃ】コーディング機能の代表的配置とかかわる別のコーディング経路を示す。
【図６Ａ】カートリッジホルダ上のピン機能の代表的配置を示す。
【図６Ｂ】カートリッジホルダ上のピン機能の別の代表的配置を示す。
【図６Ｃ】カートリッジホルダ上のピン機能の別の代表的配置を示す。
【図７】排出機能を有する代表的カートリッジホルダを示す。
【図８】カートリッジホルダのショルダから近位に伸びるピン機能を有する代表的カート
リッジホルダを示す。
【図９】カートリッジホルダの近位端から近位に伸びるピン機能を有する代表的カートリ
ッジホルダを示す。
【図１０Ａ】コーディング機能の代表的断面図を示す。
【図１０Ｂ】図１０Ａに示されるのと異なる透視図からのコーディング機能の代表的断面
図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００４７】
　図１を参照して、ペン型注射器の形態での薬物送達デバイス１０が示される。本薬物送
達デバイス１０は、用量設定及び送達機構としての機能を果たす用量設定部材１２、カー
トリッジホルダ１４、及び取り外し可能キャップ１６を含む。カートリッジホルダ１４の
近位端１５及び用量設定部材１２の遠位端１３は、取り外し可能又は解除可能に一緒に固
定される。ペン型注射器は再使用可能又は使い捨てペン型注射器を含んでよい。注射器が
再使用可能デバイスを含む場合、カートリッジホルダ１４及び用量設定機構は取り外し可
能に合わせて連結される。使い捨てデバイスでは、それらは恒久的に合わせて連結される
。薬物送達デバイスが使用されていないとき、取り外し可能キャップ１６はカートリッジ
ホルダ１４の向う側で解除可能に保持することができる。
【００４８】
　カートリッジホルダは、薬剤２５を含む取り外し可能なカートリッジ２０を含む。図１
を参照して、カートリッジホルダ１４は取り外し可能なカートリッジ２０を内蔵する。図
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２は、図１に図示される薬物送達デバイスで使用し得るカートリッジ２０の透視図を図示
する。
【００４９】
　カートリッジホルダ１４によって画成される内部カートリッジキャビティ１１は寸法が
決められ、そしてカートリッジ２０を確実に受けて保持するように構成される。カートリ
ッジ２０は、一般的に遠位端３１から近位端３２まで伸びる管状バレル２２を含む。遠位
端３１は内部に集中するショルダ７０によって画成される。
【００５０】
　遠位端３１において、カートリッジ２０は小さい直径のネック２６を含み、このネック
２６はバレル２２のショルダ７０から遠位に突起する。好ましくは、この小さい直径のネ
ック２６は大きい直径の環状ビーズに備え付けられ（示されていない）、そしてこのビー
ズはネック２６の極遠位端においてその辺りで円周方向に伸びる。穿孔可能シール又はセ
プタム２１は、ネックによって画成される開いた遠位端を横断して確実に取り付けられる
。シール２１は金属スリーブ２４によって所定の位置に保持され得る。このスリーブ２４
はネック２６の遠位端において円周ビーズの周りでクリンプ加工され得る。薬剤はカート
リッジ２０へプレフィルドされ、そして穿孔可能シール２１、金属スリーブ２４、及びス
トッパ２８によって、一部カートリッジ内に保持される。ストッパ２８は、バレル２２の
内部管状壁と滑り流体密封係合している。薬物投与中にストッパ２８で遠位方向において
軸方向に向う力は、カートリッジホルダ１４の遠位端上に取り付けられた両口針を通して
薬剤をカートリッジ２０から駆り出す。
【００５１】
　薬剤の多数の用量がカートリッジ組立体２０から投与され得る。好ましくは、カートリ
ッジ２０は頻繁に、例えば１日に１回又はそれ以上の回数投与する必要がある薬剤のタイ
プを含む。１つのそのような薬剤はインスリンである。ストッパ２８としての機能も果た
す可動ピストンは、カートリッジ２０の第１の端部又は近位端に保持される。
【００５２】
　カートリッジホルダ１４の円筒内壁によって形成される、カートリッジホルダキャビテ
ィ１１を画成するカートリッジホルダ１４の一部分は、実質的に均一な直径から成り、そ
して図２で直径Ｄ1によって表わされるカートリッジ２０のカートリッジ直径よりも小さ
い。カートリッジホルダ１４の内部は、カートリッジ２０がカートリッジホルダ１４内で
動くことを防止するように寸法が決められる、内部に伸びる環状部分又は止め具１８を含
む。このように、カートリッジ２０がカートリッジホルダ１４のキャビティ１１へ装填さ
れ、そして次いでカートリッジホルダ１４が用量設定部材１２に連結されるとき、カート
リッジ２０はカートリッジキャビティ１１内で確実に保持され得る。
【００５３】
　用量設定部材１２は、用量設定部材１２の近位端において用量設定器１７を含む。１つ
の好ましい配置では、用量設定器１７は用量を設定するために回転する。この設定用量を
投与するために、使用者は、両口針を含んでなるニードル組立体（示されず）をカートリ
ッジホルダ１４の遠位端に取り付ける。このように、ニードル組立体はカートリッジ２０
のシール２１を穿孔し、そしてその結果薬剤と流体連通する。使用者は設定用量を注射す
るために用量設定器１７を押し進める。同一の用量設定及び用量投与手順は、カートリッ
ジ２０中の薬剤が使い切られ、そして次に新しいカートリッジをデバイス１０に装填する
ことが必要になるまで続けられる。空のカートリッジ２０を交換するために、使用者は用
量設定部材１２からカートリッジホルダ１４を取り外すことが要求される。
【００５４】
　一般に、カートリッジ専用（例えば、特定のカートリッジホルダの適合用量設定部材へ
のコーディング）は、特定可能な連結経路（例えば、軸方向、ラセン、及び／又は回転運
動の異なるシークエンス）を必要とし、及び／又は不適合カートリッジホルダ１４及び用
量設定部材１２が連結されることを防止するように、対応の用量設定部材上でコーディン
グ機能と合わせるように、カートリッジホルダ１４上でコーディング機能を配置すること
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によって達成し得る。一般的に、コーディング機能は、１つの方向（即ち時計回り又は反
時計回り）における回転が、カートリッジホルダ１４のショルダ及び用量設定部材の遠位
端１３を互いの方へ動かすように合って、又は言い換えれば、カートリッジホルダ１４及
び用量設定部材１２を連結する。反対方向における回転は、その結果カートリッジホルダ
１４及び用量設定部材１２を連結解除する（例えば、カートリッジホルダ１４のショルダ
及び用量設定部材１２の遠位端１３を互いから離れるようにさせる）。
【００５５】
　図３は、カートリッジホルダ３００を特定の用量設定部材３０２専用にするのを助ける
、コーディング機能を含むカートリッジホルダ３００の第１の配置を図示する。カートリ
ッジホルダ３００は、薬剤カートリッジを保持するように設計されたキャビティを画成す
る円筒内面を有する管状ボディを有する。カートリッジホルダ３００及びコネクタ部分３
０９は、円筒内壁及び円筒外壁３１４を画成する。管状ボディは止め具(示されず)からシ
ョルダ３０６まで伸びる。ショルダ３０６は、カートリッジホルダ３００が用量設定部材
３０２に連結されるとき、ショルダ３０６の近位側が用量設定部材３０２の遠位端３０８
に密着しているように配置される。カートリッジホルダ３００のコネクタ部分３０９は、
カートリッジホルダ３００のショルダ３０６から近位端３１０まで伸びる。コネクタ部分
３０９上の締め付け溝３１６は、カートリッジ組立体を用量設定部材３０２に連結する締
め付け手段を形成するために、用量設定部材３０２の内部面上に締め付けピン３２８を係
合する。締め付けピン３２８は溝３１６に沿ってその遠位部分３１７に動き得る。同様に
、当業者には当然のことながら、単一の溝機能又は２つより多い溝機能を備えた実施態様
、並びに異なる形状の溝機能を備えた実施態様も可能である。あるいは、締め付け溝３１
６は用量設定部材３０２上に位置し得て、そして締め付けピン３２８はカートリッジ組立
体上に位置し得る。実際上、一般的に、注射器具の技術分野で公知のいずれの締め付け機
能も使用してよい。
【００５６】
　コネクタ部分３０９上には、止め具３１８として図示されるように、コーディング機能
も含まれる。このコーディング機能は、カウンタ止め具３３０として示されるように、用
量設定部材３０２上の補助コーディング機能を有する。より一般的には、コーディング機
能は、カートリッジホルダ３００又は用量設定部材３０２から、いずれの方向において、
いずれのサイズ、及び／又はいずれの形状のいずれの窪み又は突出部であってもよい。図
示されたように、コーディング機能３１８は、正方形の突出部であり、しかしながら、そ
のような停止機能はサイズ、形状及び位置が異なってよい。例えば、コーディング機能は
、異なる数及び範囲のラセン面、回転面、及び／又は軸面により画成し得る。好ましくは
、カートリッジホルダ３００及び用量設定部材３０２上のこれらのコーディング機能は、
特定のカートリッジホルダが特定の用量設定部材を目的としていない場合、コーディング
機能は適切な連結を防止し得て、あるいはその逆で、カートリッジホルダ３００及び用量
設定部材３０２が不適合であることを示すようにコード化される。
【００５７】
　図４～６は、円周周りの突起部として図示されるように、カートリッジホルダ３００及
び用量設定部材３０２上のコーディング機能間の相互作用をより詳細に示す。陰影機能（
shaded features）は１つの部分にあり、無地機能（plain features）は他の部分にあり
、例えば、陰影機能が用量設定部材３０２にある場合、次いで無地機能はカートリッジホ
ルダ３００にあり得る。特に、図４Ａは、コーディング機能３１６及び３１８、並びにフ
ァスナ３２８、３２８ａ、３３０、及び３３０ａの相互作用を示す。ここで留意すべきは
、コーディング機能３１６及び３１８と同一のものであり得るコーディング機能３１６ａ
及び３１８ａの第２のセットも図示される。用量設定部材３０２上の種々のコーディング
機能は、特定のカートリッジホルダ３００を特定の用量設定部材３０２専用にスいるのを
助けるように一緒に機能し得る。例えば、図４Ａ及び４Ｂは、適切に連結されるとき、カ
ートリッジホルダ３００のコーディング機能が用量設定部材３０２のコーディング機能と
好ましく心合わせする方法を示す。特に、適切に連結されるとき、停止機能３１８はカウ
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ンタ止め具３３０を確実に係合する。
【００５８】
　更に具体的には、締め付け溝機能３１６及び締め付けピン機能３２８は、カートリッジ
ホルダ３００の軸面３４８が用量設定部材３０２の軸面３５８に接触するまで、カートリ
ッジホルダ３００及び用量設定部材３０２は軸方向、ラセン方向、及び次いで回転方向に
用量設定部材を案内することによって連結され得るように構成される。カートリッジホル
ダ３００の近位面３４６は用量設定部材３０２の遠位面３５６に接触する。この配置はそ
れ故に、カートリッジホルダ３００を用量設定部材３０２にコード化するのを助ける。そ
して、締め付けピン機能３２８が締め付け溝機能３１６に適合するようにコード化されな
い場合、そのときピン機能はブロックし得るか（例えば、ピン機能は近位及び遠位ラセン
面３４０、３４２間で溝機能の軸方向範囲より大きい軸方向範囲を有する）、又は確実に
嵌合することができない（例えば、ピン機能は近位及び遠位ラセン面３４０、３４２間で
溝機能の軸方向範囲より小さい軸方向範囲を有する）。主要コーディングは３３０と３１
８の間にあるが、コーディングは溝に対する締め付けピン機能でもあり得る。加えて、コ
ーディング機能３３０がコーディング機能３１８に適合するようにコード化されない場合
、そのときコーディング機能３１８は尚早にコーディング機能３３０と接触し得て、そし
てその結果締め付けピン機能３２８の締め付け溝機能３４２への完全アセンブリを防止し
得る。
【００５９】
　図４Ｂは、コーディング機能４１８、４１８ａが用量設定部材上に位置するカウンタ止
め具であって、そして少なくとも軸面に沿って接触させることにより止め具４３０、４３
０ａを係合するようにコード化される場合の、締め付け溝機能４１６、４１６ａ及び締め
付けピン機能４２８、４２８ａをも含んでなる別の実施態様を示す。しかしながら、停止
機能間の接触は、軸方向、ラセン方向又は円周方向などのいずれの方向であってもよいが
、接触の方向は好ましくは接触時点で移動の方向に正規であり得る。図５Ａ、５Ｂ及び５
Ｃに示されるなどの例えば他の実施態様では、縦方向部分５１０ａ－ｃ及び半径方向部分
５１２ａ－ｃを有するコーディング機能は回転及び軸方向運動の両方をブロックする。
【００６０】
　好ましい実施態様では、締め付け手段はコーディングシステムにおいてすべての薬物に
対して同じ経路を取り得るが、しかしブロッキング又は停止機能は各薬物に対して異なる
量により締め付け手段からオフセットされ得る。そのように、コーディングは、コーディ
ング経路の軸方向、半径方向、及び／又は円周方向位置を変えるために、コーディング機
能の軸方向、半径方向、及び／又は円周方向位置を変えることにより少なくとも部分的に
実現し得る。締め付け組立体のピン及び溝は示されないが、ピンの溝へのアセンブリは点
線で図示されるコーディング経路に沿ったコーディング機能を案内する。コーディング経
路の形状は、従って締め付け動作、例えば締め付け溝機能３１６に続く締め付けピン３２
８によって画成されるが、しかしその位置はコーディング機能を通過する。例えば、図５
Ａ～Ｃは、３つの異なる可能なコーディング経路５０２、５０４、及び５０６を示し、こ
れらは種々のコーディング－機能構成を用いて達成され得る。それ自体で、各コーディン
グ経路は、特定の薬剤のカートリッジホルダをその対応の用量設定部材専用にするように
使用し得る。
【００６１】
　ただ１つのコード化停止機能しかない場合、そのとき停止部材の移動が締め付け動作中
に早くブロックされるカートリッジホルダは、移動が遅くブロックされるデバイスに嵌合
し得る。所定の薬物に対するすべての停止機能が別の薬物に対する同じ距離によってオフ
セットされる場合、同じ問題が１つより多い停止部材で存在する。図５Ａ～Ｃは、すべて
の薬物が間違ったデバイスに嵌合することを防止することができるように、１つより多い
ブロッキング又は停止面によって決まるコーディングを示す。図５Ｂはそれらの中心位置
における両方の機能を示す。他の薬剤、図５Ａ及び５Ｃでは、１つのコーディング機能が
締め付け移動の開始に向いて動き、そして１つのコーディング機能は締め付け移動におい
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て遅く動く。このようにして、システム中のカートリッジ組立体はいずれも間違ったデバ
イスに嵌合し得ない。
【００６２】
　図６Ａ～Ｃはまた、対応するコーディング機能を用量設定部材に適合させる、多重のブ
ロッキング又は停止面を有する代表的カートリッジホルダを図示する。特に、使用者がコ
ーディング機能６１０ａ及び６２０ａを、コーディング経路６０２を通して動かすとき、
用量設定部材のコーディング機能６１０ａ及び６２０ａはカートリッジホルダの機能６１
２ａ及び６２２ａを係合し、適切な連結が達成されていることを使用者に知らせる。同様
に、機能６１０ｂ及び６２０ｂは、機能６１２ｂ及び６２２ｂを係合するようにコーディ
ング経路６０４を通して動き得て、そして機能６１０ｃ及び６２０ｃは機能６１２ｃ及び
６２２ｃを係合するようにコーディング経路６０６を通して動き得る。
【００６３】
　機能６１０ａ／６２０ａ、６１０ｂ／６２０ｂ、及び６１０ｃ／６２０ｃ（及び用量設
定部材上でのそれらの対応又は補助６１２ａ／６２２ａ、６１２ｂ／６２２ｂ、及び６１
２ｃ／６２２ｃ）の対は、各々互いに対して異なって配向しているので、１つの対は連結
プロセスにおいて別の対よりも早く又は遅く移動をブロックし得て、その結果特定のカー
トリッジをその対応用量設定部材専用にするのを助ける。図６Ａはそれらの中心位置にお
いて両機能を示す。他の薬剤、図６Ｂ及び６Ｃでは、１つのコーディング機能が締め付け
移動の開始に向いて動き、そして１つのコーディング機能は締め付け移動において遅く動
く。このようにして、システム中のカートリッジ組立体はいずれも間違ったデバイスに嵌
合し得ない。
【００６４】
　別の態様では、カートリッジホルダを、それが間違った用量設定部材に挿入される場合
に排出させる排出機能を含んでよい。図７は、排出機能を有する代表的カートリッジホル
ダ７００を示す。特に、カートリッジホルダ７００中の締め付け溝機能は排出チャンネル
７１０を含んでよい。図のように、コーディング機能は、適切に連結されるとき、回転運
動を係合そしてブロックするように配置されるコード化停止機能７１８及び７３０を備え
るように配置される。これらの止め具は、用量設定部材７０２の締め付けピン機能７２８
の排出チャンネル７１０への回転運動を防止する。しかしながら、カートリッジホルダ７
００が適合しない用量設定部材７０２へ挿入される場合、即ち止め具７１８及び７３０が
係合しない場合、そのとき用量設定部材７０２上の締め付けピン機能７２８は排出チャン
ネル７１０へ過度回転し得る。このチャンネルにおいて一旦、ピン７２８が緩み得て、使
用者にとって締め付け操作が失敗していることが明らかになる。更なる安全対策として、
カートリッジ組立体７００又は用量設定部材７０２は、締め付け方向における更なる回転
がピンを一方向性エレメントを横断させ又はそれを押し込むように設計し得る。特に、一
度この一方向性エレメントにおいて締め付けピンが斜面に接触すると、ホルダ（又はデバ
イス）は、ピンが締め付け溝の１つの始動に移行することを可能にするように収縮する。
溝に隣接した一方向性エレメントの側面は急角度を有し、それでピンは戻ることができず
、又は通常締め付け中に排出チャンネルに入ることができる。加えて、ばね機構は、カー
トリッジホルダを遠位方向に押しやるためにデバイスに加えることができ、その結果それ
を用量設定部材から排出し、正しいカートリッジホルダだけが連結されることを確実にす
るのを助ける。
【００６５】
　図８は、カートリッジホルダ８００のショルダ８０９から近位に伸びる停止機能８１８
を含む、別の実施態様を示す。停止機能８１８は用量設定部材８０２上にコード化溝機能
８３０を適合させるようにコード化される。具体的には、カートリッジホルダ８００を用
量設定部材８０２に正しく連結するために、停止機能８１８の近位縁が溝機能８３０の表
面８２２に接触するまで、停止機能８１８はラセン面８２０に沿ってラセン方向に動く。
カートリッジホルダ８００は次いで、停止機能が溝機能８３０のカウンタ止め具８２４の
軸面又は軸面に接触するまで回転し、その結果回転運動を停止させる。この配置は他の実
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施態様よりもよりコンパクトで、そしてショルダはコーディング機能８１８、８３０を破
損から守るのに資することが可能である。
【００６６】
　図９は、カートリッジホルダ９００の近位端９１０から近位に伸びる停止機能９１８を
含む、別の代わりの実施態様を示す。本明細書に記載の他の停止機能と異なり、このコー
ディング機能９１８はカートリッジホルダの外壁から半径方向に突出しないで、しかしそ
の代わりにカートリッジホルダの近位端９１０から近位に突出する。用量設定機構９０２
上の停止機能９１８に対応するコーディング機能は、カウンタ停止面９３１を備えたコー
ド化溝機能９２８である。溝機能９２８は、用量設定機構９０２の円形リッジ９３０上の
軸方向窪みである。円形リッジ９３０は好ましくは、適切に連結されたとき、リッジがカ
ートリッジホルダ９００の近位端９１０と接触する（又はほとんど接触する）ように配置
される。それ自体で、停止機能９１８はリッジと接触する（そして溝機能９３０に挿入さ
れない）場合、用量設定機構９０２の遠位端９１４とカートリッジホルダ９００のショル
ダ９０９間にギャップが残り得る。このギャップは従って使用者に間違った連結を示すよ
うに機能し得る。
【００６７】
　更なる態様では、カートリッジホルダ及び／又は用量設定部材のいずれのコーディング
機能も、１つ又はそれ以上の平面においてサイズ及び形状が異なってよい（例えば横断、
縦断、及び／又は半径平面）。例えば、図１０Ａは、横断面を通した断面１０２～１１２
を有する停止機能の例示的集合体を示し、その各々は異なる薬剤に対して使用し得る。各
薬物に対する断面はすべての他の薬物に対してよりも１つのエリアでは大きくそして別の
エリアでは小さく、これはスケッチ１００中にすべての断面をオーバーレイすることによ
って見ることができる。このように、誤ったカートリッジホルダがデバイスに挿入される
場合、止め具はホルダが完全に組み立てられる前に移動をブロックし得る。図１０Ｂは断
面１１０２～１１１２を有する可能なコーディング機能の別の集合体を示し、しかし縦断
面（即ちコーディング機能の曲率に対して正規化された（normalized）平面）を通してで
ある。各薬物に対する断面はすべての他の薬物に対してよりも１つのエリアでは大きくそ
して別のエリアでは小さく、これはスケッチ１１００中にすべての断面をオーバーレイす
ることによって見ることができる。所定のコーディング機能は、１０Ａ中のように横断面
においてコード化し得て、又はそれは１０Ｂ中のように若しくは両方でコード化され得る
。
【００６８】
　各止め具は形状及びサイズが異なってよい。例えば、図１０Ａに示されるように、止め
具は半径方向範囲及び／又は円周方向範囲（例えば、止め具１０２～１０６はいずれも止
め具１０８～１１２よりも半径方向で狭くそして円周方向に長い）において異なってよい
。コーディング機能はまた軸方向範囲において異なり、そしてエッジは角度が変わっても
よい。例えば、図のように、止め具１０２の両エッジ及び止め具１０８の両エッジは、コ
ーディング機能の円周に対して（そしてそれ故カートリッジホルダの円筒外壁の円周に対
して）垂直であるが、一方で止め具１０４、１０６、１１０及び１１２は各々円周に垂直
である１つのエッジ、そして円周に対して角度がついた１つのエッジを含む。
【００６９】
　別の態様では、コーディング機能は、電子－機械検証機能；例えば電気又は光学センサ
、マイクロスイッチ、光学スイッチ、磁気スイッチ等を含んでよい。例えば、カートリッ
ジホルダが正しい用量設定部材に連結されるとき、コーディング機能のエッジ上（カート
リッジホルダ及び／又は用量設定部材上）でスイッチがトリガーされ得る。別の例として
、カートリッジホルダのコーディング機能上のセンサは、適合用量設定部材のコーディン
グ機能上の適合センサを検出するように構成され得る。カートリッジホルダセンサは、適
切に連結されるとき、それはただ用量設定部材上で適合センサを心合わせする（そしてそ
の結果検出する）ように位置し得る。それ自体で、プログラム可能な薬物送達デバイスは
、スイッチがトリガーされ又はセンサがアラインメントされるまで使用不可能であり得て
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、薬剤の間違った投与を防止するのを助ける。
【００７０】
　出願人のカートリッジホルダ及び用量設定部材は、多数の異なるコーディング構成を備
えるのを助ける。その結果として、提案コーディング機能により、多数の薬剤がお互いを
区別することができる。また、出願人の提案コーディング機能により、使用者が間違った
リザーバを異なるカートリッジ用に設計されたカートリッジホルダに装填することを試み
る場合、使用者はアセンブリ工程の早期に警告され得る。
【００７１】
　例示的な実施態様が記載されている。当業者には当然のことながら、一般的にカートリ
ッジホルダ上のピン又は溝機能に対する本明細書に記載の機能性及び構造的態様は、用量
設定部材上のピン又は溝機能に対して同等に適用し得る。しかしながら、当業者には当然
のことながら、変更及び修正は、特許請求の範囲によって画成される本発明の真の範囲及
び精神から逸脱することなくこれらの配置に対して行われてよい。
【００７２】
参照番号

１０   薬物送達デバイス
１１   カートリッジキャビティ
１２   用量設定部材
１３   遠位端
１４   カートリッジホルダ
１５   近位端
１６   キャップ
１７   用量設定器
１８   止め具
２０   カートリッジ
２１   シール
２２   バレル
２４   スリーブ
２５   薬剤
２６   ネック
２８   ストッパ
３１   遠位端
３２   近位端
７０   ショルダ
３００   カートリッジホルダ
３０２   用量設定部材
３０６   ショルダ
３０８   遠位端
３０９   部分
３１０   近位端
３１４   壁
３１６、３１６ａ　　溝
３１７   端部分
３１８、３１８ａ　　止め具
３２８、３２８ａ　　ピン機能
３３０、３３０ａ　　止め具
３４０、３４２　　　遠位ラセン面
３４６、３５６　　　表面
３４８、３５８　　　表面
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４１６、４１６ａ　　溝
４１８、４１８ａ　　止め具
４２８   ピン
４３０、４３０ａ　　止め具
５０２、５０４、５０６　　コーディング経路
５１０ａ－ｃ　 縦断部分
５１２ａ－ｙ　 半径部分
６０２、６０４、６０６　　コーディングパッド
６１０ａ、６１２ａ、６２０ａ、６２２ａ　　止め具
６１０ｂ、６１２ｂ、６２０ｂ、６２２ｂ　　止め具
６１０ｃ、６１２ｃ、６２０ｃ、６２２ｃ　　止め具
７００   カートリッジホルダ
７０２   用量設定部材
７１０   排出チャンネル
７１８、７３０　　止め具
７２８   ピン
８００   カートリッジホルダ
８０２   用量設定部材
８０９   ショルダ
８１８   止め具
８２０   ラセン面
８２２　 表面
８２４   止め具
８３０   溝
９００   カートリッジホルダ
９０２   用量設定部材
９０９   ショルダ
９１０   近位端
９１４   遠位端
９１８   止め具
９２８   溝
９３０   円形リッジ
９３１   停止面
１００   スケッチ
１０２、１０８　　エッジ
１０２－１１２　　断面
１１００　　スケッチ
１１０２－１１１２　　断面
１０２－１０６、１０８－１１２　　止め具
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